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７）薬剤の管理 

病棟等における薬剤の在庫管理、ミキシングあるいは与薬等の準備を含む薬剤管理について、医師や看護職員

が行っている場合もあると指摘されているが、ミキシングを行った点滴薬剤等のセッティング等を含め、薬剤師

の積極的な活用を図り、医師や看護職員の業務を見直すことで、医療安全の確保及び医師等の負担の軽減が可能

となる。 

８）医療機器の管理 

生命に影響を与える機器や精密で複雑な操作を伴う機器のメンテナンスを含む医療機器の管理については、臨

床工学技士法(昭和62年法律第60号)に基づき、医師の指示の下、臨床工学技士が行うことができるとされている

ところであるが、医師や看護職員のみで行っている実態も指摘されている。臨床工学技士の積極的な活用を図り、

医師や看護職員の業務を見直すことで、医療安全の確保及び医師等の負担の軽減が可能となる。 

                                               ＜了＞ 
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「誤 意 見」 
【匿名希望】 

◇「程度が低く“論文誌”とは言いがたい。そのため、

自分は投稿できない」という「ご意見」をしばしば

耳にします。 

◇ しかし、科学史を俯瞰すると地方の学会で発表さ

れた研究や、ローカルの学会誌に発表された論文が

後に高く評価され、新しい学問分野を切り開く礎に

なった、という例が数多くあります。 

むしろ、「世紀の大発見」というのは、世紀の大

発見であるがゆえに理解されにくい、という面があ

るので、最初はローカルの学会誌などに発表された

例が少なくありません。 

もっとも、最初から「サイエンス」や「ネイチャ

ー」などに掲載され脚光をあびる例もありますが、

いわゆる“海外の一流誌”に掲載された研究論文

のすべてが後世に残る高い評価を得ているわけで

はありません。 

◇科学史のことを知っている人は「程度が低く“論文

誌”とは言いがたい。そのため、自分は投稿できな

い」という意見をはたして述べるでしょうか･･･ 
 

◇ 教育フォーラム等の会場で大学（保健学科・検査

技術学専攻）の先生方の発表を聞くと「海外の一流

誌に掲載されなければ意味がない」という意見を述

べている先生がおりました。 

これはご意見とは言いがたく、どのように考えて

も「誤意見」ではないでしょうか？ 

◇“･･･が荒い”のは“よし”としても、教養を疑う

ような意見を公衆の面前で言うことは、本当は教養

がないのでは･･･ 

◇ 毎月、医学検査に目を通しながら、キラリと光る

論文や、実務に役立つ実用的な論文を発見すると嬉

しくなります。 

◇ 個人的には「検査技師だからこそ目をつけたテー

マ」に関する研究、言い換えれば、「検査技師でな

ければ目をつけないようなテーマ」に関する研究に

強く惹かれるのは、私だけなのでしょうか。 

 
 

 
臨床検査の精度管理向上に取り組む 

大分県臨床衛生検査技師会 

佐 藤 元 恭 会長 

 

「大分の営業マン」
 

生活習慣病の予防などに重点

を置いた「特定健診・特定保健指

導」が四月から始まる。 

血中脂質、血糖などの数値によ

って保健指導の対象者を選定す

るため、どこの医療・健診機関を

受診しても同じ評価が得られるよう、精度が高く、標準

化(統一)された臨床検査データが求められる。 

「臨床検査データは特定健診・保健指導の根幹を左右す

る。受診者の不利益にならないよう、正しいデータを提

供することが、私たち臨床検査技師の責任」と強調する。

しかし、現状は参考基準値や測定機器、試薬測定方法

などが統一されておらず、「同じ検体を測定しても施設

によってデータに揺らぎが生じる。検査の質を向上させ

るため、県臨床衛生検査技師会は県医師会とタイアップ

し、県内の八基幹施設を中心に地域の約五十施設が参加

するネットワークを形成、標準化に取り組んでいる。

ネットワークヘの参加率は約25%と低いが「地道に啓発

活動に当たり、参加施設を増やしたい」と話す。 

臼杵市医師会立市民健康管理センター管理部長だが

「もっぱら営業マン」と笑う。 

大分県臨床衛生検査技師会長は現在三期目。同市の自

宅で妻と暮らす。息子三人、孫一人。趣味は食べ歩き、

料理、釣り。レシピを聞き出すまで店に通うことも。

「人の懐に飛び込むことは仕事にもつながる」という。

別府市出身。５６歳。 

*************************************************

 大分県臨床衛生検査技師会佐藤元恭会長が「大分の営

業マン」として、大分合同新聞（朝刊）＜2008.1.25＞
のコラム「ひと」に紹介されました。 

 このような、都道府県で活躍する“臨床検査の皆さん”

を紹介してください。会報で全国に紹介いたします。
 

kaiho-jamt@jamt.or.jp
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